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道本光一郎＊＊

　1．はじめに

　沓松周辺を含む北陸地方では，冬季に比較的低い雲頂

の積乱雲からの発雷現象が観測される．これに対して他

の季節では，他地域と同様に低気圧や前線に伴う雷や熱

雷が観測される．今回は，夏季に主として山岳地域で発

生する熱雷について連続的に観測した結果について報告

する．なお，前回の報告（道本，1988a）で冬季雷を観

測したのと同じ気象レーダーを使用した．

　2．解析方法一

　小松飛行場に設置されているStepped　PPI機能を有

する気象レーダー（波長：5・7cm）により得られる降水

強度の情報と，空電方向探知機（受信周波数：100，5

MHz）によって得られる発雷の情報をもとに解析を行

った．

　なお，Z－R関係はZ＝・200R1・6を用いている．観測

測器や観測および解析方法についての詳細は，遠峰等

（1986）や道本（1988a，b）を参照されたい．

　3．結果と考察言

　第1図は1988．8．6．163珂STの高度7km付近の

CAPPI画面を示す．第1図の矢印で示したエコー（小

松の南南東60km付近）が発雷したものである．この

エコーセルのエコー強度の高度の時間変化を第2図に示

す．縦軸にはエコー頂高度と気温（輪島の当日0劔ST

の高層観測値を記入した），横軸には時刻および1分ご

との発雷数をそれぞれ示す．柱状グラフは，黒の正方形

ひとつが1回の発雷を示す．
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　　　　第1図高度7kmのCAPPI画面
等値線は，外側からエコー強度20dBZから5dBZご

とに45dBZまでを示す（矢印のエコーが第2図の
集中発雷したもの）．

1989年8月

　第3図は14時台に観測された比較的発雷頻度の少ない

ものの例である．第4図および第5図は，15～16時台に

観測された発雷していないものの例である．

　第2図と第3図に共通してみられることは，エコー強‘

度30dBZが一20。Cを越之て》る時間帯と発雷が観測

されている時間帯が一致していることである．，

　これに対して第4図では，エコー強度30～35d弓Zが

一20。Cまで達しておらず発雷も観測されていない．第

5図では，エコー強度20～25dBZはかなり急激な成長

をしているが発雷は観測されていない．以上のことを要

約して次に示す．

　（1）発雷頻度とエコー強度30～35dBZ付近（時間雨
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　　　　第2図　各エコー強度の時間変化

縦軸はエコー頂高度と気温，横軸は時刻と1分ごと

の発雷頻度をそれぞれ示す．黒い正方形ひとつが1

回の発雷を示す．なお，気温は当日0田STの輪島
の高層観測値を記入した．
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　　　第4，5図　各エコー強度の時間変化

発雷を観測していないもの．その他は第2図と同じ．

第3図　各エコー強度の時間変化

　　その他は第2図と同じ．

量2～8mm程度）のエコー頂高度の時間変化がよく対

応している．

　（2）発雷はエコー強度30～35dBZの急成長と，それ

らの一20。C高度付近への到達と前後して観測されてい

る．

　（3）さらに，発雷はエコー強度30dBZが一一20QCを

越えている時間帯と一致して観測されている．

　このような傾向は冬季に観測される雷にもみられる現

象である（道本，1988a）．すなわち，強いエコーが急激

に形成されるためには強い上昇流が必要である．そし

て，一20。C高度まで並付近のエコー（30～35dBZ）が

成長することと発雷現象（電気的な活動の度合い）が何

らかの関係があるのではないかと考えられる．さらに詳

しく調査する必要がある．

　4．おわりに

　今回の観測では，約100秒に一回の割合いでレーダー

エコーの情報を入手して解析を行った．夏雷も冬雷と同

様な変化傾向を示すことがわかった．今後は，どのエコ

ー強度に注目すれば発雷現象とよく対応するかというこ

とを解析し，これを発雷予測にいかす方法を考えていく

必要がある．
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